
西岡公園西岡西

所所所所所役役平区役平平豊平平 役役豊平区役区豊平区役所所豊平区役豊豊平区役所

羊ヶ丘
展望台

平公公平公豊平平平豊平公公公豊平豊平公園

453

本願寺道路終点
記念碑

平岸街道

水源池通

平
岸
街
道

平
岸
街
道
は
、
豊
平
と
の
境
界

線
（
平
岸
一
丁
目
）
か
ら
澄
川
と

の
境
界
線
（
平
岸
一
八
丁
目
）
ま

で
の
道
路
で
す
。
現
在
は
平
岸
通

と
呼
ば
れ
、
南
北
に
一
直
線
に
延

び
、
商
店
が
軒
を
連
ね
て
い
ま
す
。

車
が
激
し
く
往
来
す
る
今
で
は
想

像
も
つ
き
ま
せ
ん
が
、
か
つ
て
、

道
路
の
中
央
に
用
水
堀
が
あ
り
ま

し
た
。

明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
、
開

拓
使
が
幅
一
八
㍍
、
延
長
約
二
千

五
百
㍍
に
わ
た
っ
て
原
始
林
を
切

り
開
き
ま
し
た
。
当
時
は
密
林
を

切
り
倒
し
た
だ
け
の
荒
道
で
、
順

次
、
交
通
可
能
な
道
路
に
整
備
し

て
い
き
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
地
は
井
戸
水
が
ほ

と
ん
ど
出
な
い
た
め
、
飲
み
水
は

豊
平
川
ま
で
く
み
に
行
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で

明
治
六（
一
八
七
三
）年
に
、
村
人

は
用
水
堀
を
造
る
こ
と
に
し
、
精

進
川
か
ら
水
を
取
り
入
れ
、
平
岸

街
道
の
真
ん
中
に
流
し
た
の
で
す
。

当
時
の
平
岸
街
道
は
用
水
堀
を

う
わ
み
ち

し
た

挟
み
、
西
側
が
上
道
、
東
側
が
下

み
ち道
と
呼
ば
れ
、
上
道
は
開
拓
使
が

管
理
し
、
下
道
は
地
域
で
管
理
し

て
い
ま
し
た
。

昭
和
三
十
（
一
九
五
五
）
年
ご

ろ
ま
で
は
、
外
国
に
輸
出
す
る
ほ

ど
平
岸
リ
ン
ゴ
の
栽
培
が
盛
ん
で
、

リ
ン
ゴ
園
を
貫
く
街
道
は
、
農
道

と
し
て
も
活
躍
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
急
激
な
宅
地
化
の
波
で
、
リ

ン
ゴ
園
も
宅
地
に
変
わ
り
、
街
道

は
交
通
量
も
多
く
な
り
拡
幅
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

用
水
堀
は
昭
和
三
十
六
（
一
九
六

一
）
年
に
埋
め
立
て
ら
れ
、
八
十

八
年
に
わ
た
る
歴
史
の
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。

そ
し
て
、
道
道
か
ら
国
道
へ
と

格
上
げ
に
な
り
、
多
く
の
車
が
行

き
交
う
国
道
４５３
号
の
一
部
と
し
て

重
要
な
幹
線
道
路
と
な
っ
て
い
ま

す
。
用
水
堀
が
あ
っ
た
場
所
は
現

在
、
中
央
分
離
帯
と
な
り
、
ひ
め

リ
ン
ゴ
の
木
が
植
え
ら
れ
、
歴
史

の
面
影
を
残
し
て
い
ま
す
。

ア
ン
パ
ン
道
路

ア
ン
パ
ン
道
路
は
、
国
道
３６
号

か
ら
月
寒
公
園
の
南
側
を
経
て
平

岸
通
へ
通
じ
る
起
伏
に
富
ん
だ
道

路
で
す
。

明
治
四
十
三
（
一
九
一
〇
）
年

に
は
、
現
在
の
豊
平
地
区
が
札
幌

区
に
編
入
さ
れ
、
豊
平
町
役
場
が

お
お
あ
ざ

大
字
豊
平
村
か
ら
大
字
月
寒
村
へ

移
転
し
ま
し
た
。
し
か
し
当
時
は
、

平
岸
村
か
ら
月
寒
に
直
接
通
じ
る

道
路
が
な
か
っ
た
た
め
、
平
岸
村

の
人
々
が
月
寒
の
役
場
に
行
く
に

は
大
き
く
迂
回
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
大
変
不
便
で
し
た
。
こ
の
た

め
、
新
し
い
役
場
と
大
字
平
岸
村

を
つ
な
ぐ
新
道
・
ア
ン
パ
ン
道
路

が
造
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

起
伏
が
激
し
か
っ
た
こ
と
、
水

田
を
埋
め
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
こ
と
な
ど
、
と
て
も
大
変

な
工
事
だ
っ
た
の
で
、
当
時
月
寒

に
あ
っ
た
歩
兵
第
二
十
五
連
隊
の

応
援
に
よ
っ
て
工
事
が
進
め
ら
れ

ま
し
た
。
兵
士
に
は
毎
日
あ
ん
ぱ

ん
五
個
が
間
食
と
し
て
配
給
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
た
め
明
治
四
十
四

（
一
九
一
一
）
年
に
完
成
し
た
道

路
は
、
ア
ン
パ
ン
道
路
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ア
ン
パ

ン
道
路
の
途
中
（
月
寒
西
四
条
六

丁
目
）
に
は
、
ア
ン
パ
ン
道
路
の

記
念
碑
が
あ
り
ま
す
。

アンパン道路の工事（明治４４年）

現在の平岸通（平岸３条１６丁目付近）

今と昔をつなぐ
豊平の道

現
在
の
ア
ン
パ
ン
道
路
（
月
寒
西
四
条

六
丁
目
記
念
碑
の
前
）

開
拓
当
時
の
平
岸

用
水
堀
が
あ
っ
た
こ
ろ
の
平
岸
街
道

（
明
治
四
十
四
年
）
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